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１．施工順序

２．施工管理
■管理装置による拡大量管理 ■岩盤での施工性

 

■集土板による孔底処理

管理装置により拡大量(油量)管理を行うことがで
き，かつ，装置深度・掘削トルク抵抗・拡底翼に
かかる負荷をオペレーターがリアルタイムで把握
することができます。

管理装置画面 深度計

掘出し調査

張り出し部に傾
斜がついており，
拡底翼に付属し
た集土板で掘削
土を余掘部に集
めることで孔底
処理を行うことが
できます。

掘削孔実測

軸部径1.8m
拡底径3.5m

土質：頁岩・砂岩

一軸圧縮強度59.6MN/m2の砂岩を含む岩地盤で
掘削試験と掘削孔実測・掘出し調査を行い，岩盤
での施工性を確認しました。

掘削試験　　土質柱状図
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E・Rock工法
岩盤掘削可能なオールケーシング式拡底杭工法

施工編

要　　　　　旨
この度、(一財)日本建築センターより2020年6月12日付で、岩盤掘削可能なオールケーシング式拡底
杭工法「E・Rock工法」【BCJ評定-FD0603-01】の評定を取得しました。前報①評定取得報告では評定
内容についてご紹介しましたが，②施工編では施工方法および管理方法についてご紹介します。

深層掘削試験※

※現場が傾斜地盤であったため、一軸圧縮強度

59.6MN/m2の砂岩層に1m以上の根入れを確認した


